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一
背
戸
の
御
山 

「
背
戸
」
と
は
裏
山
を
指
す
。
往
古
の
人
た
ち
は
古
賀
志
山
に
畏
敬
の

念
を
抱
き
神
仏
を
祀
っ
た
。
そ
の
名
残
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。 

○
古
賀

こ

が

志
山

し

さ

ん

大
神

お
お
か
み 

 

赤
川
ダ
ム
の
あ
る
東
の
森
林
公
園
一
帯
は
古
賀
志
町
で
は
な
く
福
岡

村
細
野
で
あ
る
。
従
っ
て
、
森
林
公
園
か
ら
入
山
す
る
東
稜
コ
ー
ス
、

中
尾
根
コ
ー
ス
、
北
尾
根
コ
ー
ス
の
区
域
は
，「
細
野
山
」
と
称
し
、

古
賀
志
山
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。 

○
御
嶽
山 

古
賀
志
山
主
稜
線
の
中
央
の
ピ
ー
ク
御
嶽
山
を
地
元
で
は
単
に
「
頂
上
」

と
呼
ぶ
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
「
御
岳
山
」
の
字
を
充
て
て
あ
る
の
は
間

違
い
で
あ
る
。
幕
末
期
の
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
，
木
曽
の
御
嶽
山

を
勧
請
し
た
経
緯
が
あ
る
。
頂
上
直
下
の
岩
窟
に
あ
る
「
ア
ル
マ
ヤ
堂
」

跡
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
ま
で
、
こ
の
御
堂
に
は
天
狗

の
像
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
名
の
由
来
は
木
曽
御
嶽
山
の
一
ピ
ー

ク
「
ア
ル
マ
ヤ
天
」
を
摸
し
た
も
の
だ
。 

 

  

       

  

平

成

２

４

年

１

月

７

日

（

土

） 

 

古
賀
志
山
最
大
の
岩
壁
を

「
古
賀

こ

が

志
山

し

さ

ん

大
神

お
お
か
み

」
と
い
う
。 

往
古
の
人
た
ち
は
、
こ
の
古
賀

志
山
主
稜
線
か
ら
張
り
出
し

た
巨
大
岩
壁
に
「
古
賀
志
山
大

神
」
を
祀
っ
た
。
ピ
ー
ク
に
石

祠
が
あ
る
。 

「
古
賀
志
山
」
は
、
古
賀
志
山

主
稜
線
及
び
前
面
に
張
出
す

前
衛
岩
壁
南
面
か
ら
麓
に
下

る
山
麓
一
帯
の
総
称
で
あ
る
。 

 

猪
落 

 

古
賀
志
山
大
神 

観
音
岩 

御
嶽
山 

明
治
時
代
の
中
頃
、
長
岡
藩
出
身

の
米
山
治
平
が
、
御
嶽
信
仰
を
中

興
し
た
。
岩
屋
に
あ
る
弘
法
大
師

の
石
像
を
奉
納
し
た
の
も
同
氏
で

あ
る
。
岩
屋
に
は
「
宇
都
宮
三
寶

講
」
の
人
た
ち
が
同
氏
の
顕
彰
碑

を
建
て
た
。
岩
窟
内
に
霊
水
が
あ

る
。
尚
、
ア
ル
マ
ヤ
堂
は
昭
和
二

十
年
代
に
崩
壊
し
、
天
狗
像
は
修

理
に
出
し
た
ま
ま
不
明
。 

山
頂 
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○ 

猪
落

し
し
お
と
し

の
対
面
岩 

「
猪
落
」
は
古
賀
志
山
主
稜
線
か
ら
南
に
張
り
出
し
た
細
尾
根
で
小
字

名
で
も
あ
る
。
圧
巻
は
「
対
面
岩
」
の
奇
岩
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
岩
に

「
モ
ア
イ
像
」な
る
名
称
が
付
け
ら
れ
、急
い
で
正
式
名
の「
地
名
板
」

を
設
置
し
た
。 

 

往
古
の
人
た
ち
は
、
こ
の
猪
落
の
岩
壁
の
付
け
根
か
ら
「
古
賀
志
山

大
神
」
の
大
岩
壁
の
付
け
根
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
観
音
岩
か
ら
瀧
大
権

現
（
男
滝
）
に
至
り
、
更
に
中
当
山
の
岩
下
を
抜
け
て
女
滝
、
三
社
弁

天
を
め
ぐ
り
、「
背
中
当
山
」
の
岩
下
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
荒
沢
の
滝

下
の
荒
沢
不
動
を
お
参
り
し
、
大
日
窟
に
至
る
道
を
「
岩
下
道
」
或
は

「
岩
下
参
道
」
と
呼
ん
で
い
た
。 

○
観
音
岩
の
正
観
音 

             

古
賀

こ

が

志
山

し

さ

ん

か
ら
西
側
に
派
生
す
る
尾
根
の
先
端
部
が
観
音
岩
で
あ
る
。

こ
の
名
の
由
来
は
、
岩
下
の
小
さ
な
岩
窟
に
二
基
の
不
動
明
王
に
護
衛

さ
れ
た
聖

し
ょ
う

観
音
（
正
観
音

し
ょ
う
か
ん
の
ん

）
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

   

 
 

 

 

奉
納
は
享
保
十
年
（
一

七
二
五
），
長
岡
傳
左
衛

門
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ

た
。
瀧
神
社
の
お
祭
り

の
拝
所
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
南
斜
面
一
帯

は
長
岡
家
か
ら
寄
進
さ

れ
た
の
で
「
寄
進
山
」

の
名
が
残
る
。 

 

岩
下
に
「
猪 し

し

穴 あ
な

」

が
あ
る
。
夏
場
に

は
「
ヒ
カ
リ
ご

ケ
」
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
絶
壁
自

体
を
御
神
仏
と

見
做
し
対
面
岩

に
畏
敬
の
念
を

抱
い
た
。 
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二 

窟 

 
古
賀
志
山
の
中
腹
に
は
大
き
な
岩
窟
が
三
つ
あ
る
。
い
ず
れ
の
場

所
に
も
豊
富
な
水
が
あ
る
。
往
古
の
人
た
ち
が
神
仏
を
祀
っ
た
の
は
、

こ
う
し
た
水
の
存
在
と
大
き
な
岩
窟
で
あ
る
。 

○
瀧
大
権
現
（
現
瀧
神
社
） 

男 お

滝 た
き

の
懸
か
る
岩
窟
に
瀧
大
権
現
の
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
日
光
山

瀧
尾
大
権
現
を
勧
請
し
た
の
が
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
で
あ
る
。 

 

慶
長
年
中
、
奥
平
家
昌
の
御
代
、
こ
の
七
大
杉
の
内
、
六
本
が
伐
採
さ

れ
た
記
述
が
あ
る
。
一
本
の
大
杉
だ
け
が
残
さ
れ
た
。
瀧
に
上
る
石
段

も
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
整
備
さ
れ
た
。
寛
永
七
年
（
一
七
一
〇
）

に
は
、
宗
源
宣
旨
「
正
一
位
瀧
権
現
」
の
神
位
を
受
け
た
。 

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
は
瀧
大
権
現
の
石
鳥
居
が
奉
納
さ
れ 

寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
は
「
馬
場
通
り
」
の
参
道
整
備
が
行
わ
れ
、

道
普
請
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。 

        

「
安
永
九
年
庚
子
四
月
廿
二
日
修
覆
シ
東
ノ
岩
窟
ニ
宮
ヲ
迂
ス
」
の
記

述
が
あ
る
。
大
杉
の
北
に
あ
っ
た
「
社
」
は
，
岩
窟
に
遷
宮
さ
れ
た
。

こ
れ
が
遷
宮
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
岩
窟
と
大
杉
北
の
窪
地
と

の
往
還
を
繰
り
返
す
。
現
在
地
に
落
ち
着
く
ま
で
に
は
、
度
重
な
る
遷

宮
に
負
担
を
感
じ
た
氏
子
か
ら
文
化
年
中
に
は
訴
訟
が
起
こ
っ
た
。 

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
『
瀧
大
権
現
神
事
祭
禮
記
』
が
残
っ
て

い
る
。
嘗
て
は
旧
暦
一
月
十
四
、
十
五
の
両
日
行
わ
れ
、
中
嶋
・
唐
沢

の
氏
子
が
、
本
社
の
他
に
十
三
カ
所
の
拝
所
に
供
え
物
を
供
え
た
後
、

神
事
を
行
っ
た
。
そ
の
伝
統
は
今
も
残
り
、
一
月
の
第
二
日
曜
に
行
わ

れ
て
い
る
。 

 

瀧
大
権
現
が
、
現
在
の
岩
窟
に
落

ち
着
く
ま
で
に
は
、
遷
宮
を
繰
り

返
し
た
経
緯
が
あ
る
。 

最
初
の
勧
請
さ
れ
た
場
所
は
、
現

在
の
岩
窟
の
中
で
は
な
く
、
中
当

山
の
南
斜
面
、
七
大
杉
の
聳
え
る

北
斜
面
で
あ
っ
た
。 

「
是
迄
ハ
大
杉
ノ
北
ノ
方
ニ
ア

リ
」
の
記
述
が
残
る
。 
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○
大
日
窟 

こ
の
岩
窟
を
地
元
で
は
、「
大
日
さ
ま
」
と
呼
ぶ
。 

 

こ
の
地
に
湯
殿
山
が
勧
請
さ
れ
た
の
は
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
、
同 

年
，
麓
の
弘
蔵
院
宥
清
法
印
が
出
羽
国
羽
黒
山
寂
光
寺
よ
り
、「
常
火

切
火
免
許
」
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
依
っ
て
、
そ
れ
以 

降
、
湯
殿
大
権
現
と
称
さ
れ
た
。 

出
羽
国
湯
殿
山
の
崇
拝
の
対
象
は
大
日
如
来
で
あ
る
。
出
羽
湯
殿
山
の 

「
荒
沢
寺
」
の
「
常
火
堂
」
に
は
不
動
明
王
と
地
蔵
菩
薩
が
あ
る
。
大

日
窟
に
も
こ
の
二
つ
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。 

 

大
日
窟
に
地
蔵
菩
薩
と
不
動
明
王
が
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。 

大
日
窟
へ
の
起
点
に
当
る
権
現
山
に
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
奉
納

の
「
湯
殿
山
大
権
現
道
」
の
道
標
が
あ
る
。 

が
が
あ
る
。
あ
る
。 

      

表
参
道
に
は
、
天
明
四
年(

一
七
八
四)

に
奉
納
し
た
明
神
鳥
居
が
あ
る
。

因
み
に
古
賀
志
村
の
伝
説
で
は
、
権
現
山
に
あ
っ
た
山
桜
の
大
木
を

「
孝
子
桜
」
と
し
て
い
た
。
創
作
民
話
は
城
山
西
小
の
枝
垂
れ
桜
に
す

り
替
え
て
し
ま
っ
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

岩
崎
村
の
百
姓
が
狩
の
途

中
、
こ
の
岩
窟
内
を
覗
き

込
み
、「
大
日
如
来
岩
屋
ニ

現
レ
玉
フ
ハ
後
シ
ロ
姿
ナ

リ
」
と
感
得
し
た
。 

『
古
橿
神
社
考
』 

こ
の
百
姓
は
、
元
禄
十
五

年
（
一
七
〇
二
）
石
碑
を

奉
納
し
た
。 
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○
三
社
弁
天 

背
中
当
山
の
東
側
の
付
け
根
に
大
き
な
岩
窟
が
あ
り
、
三
社
弁
天
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
弁
天
三
社
は
、
当
初
か
ら
三
社
で
は
な
い
。 

            

上
の
写
真
は
取
り
壊
し
前
の
三
社
弁
天
（
中
央
が
弁
財
天
の
社
、
左
が 

風
神
雷
神
の
社
、
右
は
天
狗
宮
の
社
） 

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
、
こ
の
岩
窟
に
弁
財
天
が
祀
ら
れ
た
。
安
永

九
年
（
一
七
八
〇
）
及
び
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
再
建
さ
れ
た
記

述
が
残
る
。
次
い
で
安
永
四
年
（
一
七
七
五
），「
雷
神
風
神
」
の
御
宮
）

が
建
て
ら
れ
た
。
最
後
に
女
瀧
の
岩
窟
に
あ
っ
た
天
狗
宮
が
こ
こ
に
移

さ
れ
祀
ら
れ
た
。 

（
写
真
左 

風
神
雷
神
） 

 
 
 

（
写
真
左 

天
狗
宮
） 

         

 

            

 

 
 

 

 
 

平
成
廿
七
年
、
倒
壊
寸
前
の
老

朽
化
し
た
弁
天
三
社
の
社
は
取

り
壊
さ
れ
、
一
つ
の
社
に
統
合

さ
れ
た
。
内
部
に
弁
財
天
、
風

神
雷
神
、
天
狗
宮
の
御
神
体
が

納
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
建
物
の
製
作
は
黒
羽
刑
務

所
の
方
々
の
作
品
で
あ
る
。 


